
ＪＡグループのホームページから、自己改革の成果をまとめた
動画や全国のＪＡの取り組みがご覧になれます。

https://org.ja-group.jp/challenge/
発行／ＪＡ全中（一般社団法人全国農業協同組合中央会）
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自己改革
実践

サイクル編

創刊号

JA自己改革ニュースn e w s

ＪＡにいがた南蒲は、ニラなど

園芸品目の生産拡大や肥料コス

トの軽減など、担い手目線を意

識した「農業者の売上増加・コ

スト低減」につながる取り組みを

実践し、所得増大を目指します。

自己改革工程表の策定に当

9ha
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「ニラ」の栽培面積
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自己改革実践サイクル

所得増大につながる目

標

✚さらに「園芸産地づくり推進助成事業」を実施

ＪＡグループは、2014年度から自己改革の取り組みを始め、’16年度にその取組
状況を調査して以降、着実に進捗しており、’21年度には、過去最高の取組状況に
なりました。
こうしたことをふまえ、’21年10月に開催した第29回ＪＡ全国大会では「不断の

自己改革のさらなる進化」に取り組むことを決議し、「不断の自己改革」のPDCA
として、自己改革実践サイクルの取り組みを始めました。
自己改革実践サイクルでは、まず、組合員との徹底した対話により、そのニーズ

を把握したうえで、求められる取り組みを「自己改革工程表」にとりまとめ、着実
に実践します。そして、さらなる対話を通じて組合員の評価等の把握に取り組み、
「自己改革工程表」の見直しを行うPDCAサイクルを実践します。

自己改革実践サイクルの取組

自己改革実践サイクルによるPDCA

徹底した対話をもとに、自己改革は着実に進捗（各施策に取り組むＪＡの割合）

① 担い手ニーズに応じた個別対応

80.469.7

2016年度

②マーケットインに基づく
生産・販売方式への転換 69.046.9

③付加価値の増大と新たな需要開拓への挑戦

④生産資材価格の引き下げ
と低コスト生産技術の普及

⑤新たな担い手の育成や
担い手のレベルアップ対策

81.160.2

94.981.2

89.172.5

68.633.5

10.7 ㌽増

22.1 ㌽増

20.9 ㌽増

13.7 ㌽増

16.6 ㌽増

35.1 ㌽増

⑥営農経済事業への経営資源のシフト

2021年度 2016年度 2021年度


